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市政の迅速かつ効率的な運営と行政改革推進のため、市役所の事務組織機構の一部を見直しました。
主な変更点は、次のとおりです。
①総務企画部内の秘書広報課、企画課、政策推進課の３課を「市長公室」に、健康増進課と環境課の２
課を「保健環境課」に改めました。
②納税推進課を「税務課」に、都市計画課を「建設課」に統合しました。
③企業誘致係を企画課から「商工観光課」に移し、市の商工振興と連携した組織機構としました。
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平
成　

年
３
月　

日
、
神
埼
町
、

１８

２０

千
代
田
町
、
脊
振
村
が
合
併
し
、
４

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
福
祉
の
向
上
と
市
民
満
足
度

を
高
め
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
専
門
知
識
と
幅
広
い
視
野

を
持
ち
、
諸
課
題
に
立
ち
向
か
う
意

識
と
能
力
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神
埼
市
で
は
、
職
員
自
身
の
や
る

気
と
能
力
を
十
分
に
引
き
出
し
、
計

画
的
な
人
材
育
成
と
主
体
的
な
能
力

開
発
な
ど
を
進
め
て
い
く
た
め
、

「
自
然
と
歴
史
と
人
が
輝
く
未
来
都

市
の
創
造
を
担
う
職
員
像
の
確
立
」

を
目
指
し
、
平
成　

年
２
月
に
神
埼

２０

市
人
材
育
成
基
本
方
針
を
定
め
て
い

ま
す
。

こ
の
方
針
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
基
本
方
針
の
趣
旨
を
十
分
に
理
解

し
、
自
ら
の
資
質
向
上
を
図
り
、
そ

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
活
気
あ
る
職
場
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
平
成　

年
度

２０

で
は
従
来
の
派
遣
研
修
の
ほ
か
に
新

た
に
自
己
啓
発
研
修
（
マ
イ
プ
ラ
ン

研
修
）、
職
員
提
案
制
度
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
、
さ
ら
に
職
員
の
意
識
改
革

の
一
環
と
し
て
５
回
の
職
場
内
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
３
月
ま
で
の
計
５

回
（
職
員
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

合
計　

回
）、
佐
賀
大
学
文
化
教
育

１０

学
部
ま
ち
づ
く
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
協
力
に
よ
り
、
午
後
６
時
か
ら

約
２
時
間
、
毎
回
違
う
演
題
で
専
門

講
師
の
講
演
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
提

出
を
行
い
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を

目
的
に
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
講
座
で
は
、
市
長
か

ら
「
６
×
４
の
お
約
束
」（
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
）
を
遂
行
す
る
こ
と
が
自

分
の
仕
事
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
行
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
協
力
も

必
要
だ
が
、
市
長
と
市
職
員
と
の

「
目
的
の
共
有
」
が
必
要
と
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
に
お
い
て
オ
バ
マ
氏
が
演
説

し
た
言
葉
や
大
阪
府
の
橋
本
知
事
の

行
動
さ
れ
た
思
い
を
引
用
し
て
、
神

埼
市
に
も
あ
て
は
ま
る
と
感
じ
た
こ

と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
職
員
か
ら
次
の
よ

う
な
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

・
基
礎
知
識
を
高
め
、
明
る
く
笑
顔

の
あ
る
対
応
が
必
要
。

・
私
た
ち
の
仕
事
は
「
住
民
サ
ー
ビ

ス
」
で
あ
る
と
再
認
識
し
、
や
る

気
と
責
任
を
持
っ
た
対
応
を
し
た

い
。

・
職
場
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
を
解
消
し
た
い
。

最
後
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
市
長
講

話
の
感
想
、
具
体
的
行
動
計
画
な
ど

を
記
入
し
、
研
修
を
終
了
し
ま
し
た
。
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第１回……１月２９日・３０日

「求められる職員像と改革宣言」

「職員研修プログラムの全体説明」

第２回……２月５日・６日

「時代の潮流－地方分権時代にお

ける危機管理政策」

第３回……２月１９日・２０日

「人事管理政策－自己管理能力の

向上とメンタルヘルスケアー」

第４回……３月５日・６日

「地域活動と社会参加―新しいコ

ミュニティ組織づくりへの取組」

第５回……３月２６日・２７日

「行政制度改革と人事考課－官民

比較の視点から」

※研修は、講義・演習（ワークショッ

プ、討論及びレポート提出など）
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定額給付金及び子育て応援特別手当の申請書受付を行って
います。対象者には、申請書を送付しています。
４月５日（日）までに受け付けた分については、４月下旬の
振り込みを予定しています。
受付は、随時行いますが、早めの申請をお願いします。
�������

・定額給付金事業実施本部（市長公室内） �３７�０１０２
・子育て応援特別手当事業実施本部（福祉課内） �３７�０１１０
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地域活性化を目指し、１０,０００円に
１０％のプレミアムをつけた商品券を
５月に発行予定!!（１１,０００セット）
�������

　神埼市商工会 �５２�７１３１
　神埼市役所　商工観光課 �３７�０１０７
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